
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．協力医療機関についての説明

地域住民の代表者 ３名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 １名

事業所 ３名

　　　　・どうしようもない人もいると思うので、身体拘束するしかないのでは。

　　　　・身体拘束を行うにしても、方法、期間等について十分に検討する必要がある。

運　営　推　進　会　議　開　催　報　告　書

開催予定だった日　　令和２年　７月２４日　　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

ご意見等のまとめ

１．実績報告

報告・意見照会者

３．身体拘束について

　　グルーホームらく５月、６月の主な出来事について報告させていただく。

２．協力医療機関の説明

　　受診される医療機関を選択するのは、本人さん又はご家族さんという事になるのですが、今現在
　　ご紹介させていただく。
　　ホームでの看取りや、状態の悪化へなるべく迅速に対応するための、新しい協力医療機関について

　　先の事を見据え、徐々に医療機関を変更なさっている利用者様が増えてきています。

　　　　・主治医と相談し、他に手段がなければ適切な手順を踏んで身体拘束をする。

　　　　・訪問看護と訪問時間についてのすり合わせを行い、スタッフが手の空く時間に点滴してもらうようにし

　　点滴中に抜針してしまう利用者様について

　　　　　点滴中はなるべく近くで見守り、都度声掛けし自己抜針を防ぐ。
　　等の意見をいただきました。
　　
　　物を投げる、大声を出す利用者様について
　　　　・他の利用者様と別の空間に移動していただき、対応をする。
　　　　・気分の落ち着くような薬を試してみては？

　　等の意見をいただきました。

　　


